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名古屋大学における男女共同参画推進の取組
ー大学を活性化するための戦略としてー



背景

戦略としての男⼥共同参画

名古屋⼤学の男⼥共同参画の取組



日本では、まだ女性の能力は十分活かされていない。

人間開発指数： 20位/188カ国（2016年）
指標：長寿・健康．知識・生活水準

ジェンダー・ギャップ指数：111位/144カ国
（2016年）

参考：G7で最下位; フィリピンは7位
経済分野、政治分野、教育分野、保健分野

における男女間の格差

日本の現状・背景



日本の女性研究者の現状
主要国における女性研究者割合比較（日本は最も低い）



背景

戦略としての男⼥共同参画

名古屋⼤学の男⼥共同参画の取組



・女性の活躍により、日本の国内総生産（GDP）は最大で
15％増加する (ゴールドマン・サックス)
・女性労働率を北欧並みに上げるとGDP8%増加（IMF）

女性の活躍は日本の長期成長戦略として最も重要な課題

経団連
榊原会長

戦略としての女性活躍促進

女性活躍促進法の成立（H27）
女性活躍に関する行動計画の策定・公表等を義務づけ



全世界の企業で、女性取締役を1人以上有する企業は、1人もい
ない企業と比べ、2008年の金融危機以降に、株式パフォーマン
ス（6年間）が26％上回った。

出展：Credit Suisse Research Institute “Gender diversity and corporate performance”, 2012

リーマンショック
↓

女性が意志決定に関わる企業は業績が良好

女性が役員に１名以上いる企業

女性が役員に0名の企業



性の意義
性をもつ生物が地球上に繁栄してきた
鍵は「多様性」にある

♂ ♀
オス メス

子孫
遺伝子の多様性を生み、さまざまな
環境変化に適応できる能力を獲得す
るチャンスが増える→「種の保存」
に有効

有性生殖 無性生殖
・細胞分裂
・出芽

子孫
遺伝子が一様。
多様な環境変化に
適応しにくい

多様性（ダイバーシティー）の重要性



組織・社会にも多様性が大事
性別は、多様性（国籍・宗教・障がいの有無など）の一つ
→柔軟性（フレキシビリティー）
状況の変化に柔軟に対応できる

多様性をみとめること
→個人の自己実現が可能（やる気がでる）
例：働きたい人が働き続けられること/ライフイベントに
よって、一時的に仕事を少なく出来ること等
→社会を活性化する

性別にかかわりなく個性で輝く！
自己実現とやる気が大学・組織を活性化

多様性（ダイバーシティー）のすすめ



男性集団
女性集団

技能A

技能B

女性集団男性集団

組織の活性化戦略としての女性活躍促進

多数の女性が活躍
↓

その能力を平均値とし
て活かすことができる

↓
組織の活性化

↓
女性の活躍が

日本社会を活性化
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（資料）Recent Demographic Developments in Europe 2004, 日本：人口動態統計,ｵｰｽﾄﾗﾘｱBirths,No.3301,カナダ：Ｓtatistics 
demographical Statistics Report Canada, 韓国：Annual report on the Vital Statistics, ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ：Demographic trends,
U.S.：National Vital Statistics Report, ILO Ｙear Book  of Labour Statisticsより作成。

（注）女性労働力率：アイスランド、アメリカ、スウェーデン、スペイン、ノルウェーは、16歳～64歳。イギリスは16歳以上。

OECD加盟24か国における15～64歳の女性労働力率と合計特殊出生率：2000年

日本は社会整備が不十分

社会整備ができれ
ば両立は十分可能

女性の社会進出が少子化に拍車
をかけることはない

合
計
特
殊
出
生
率

女性労働力率(%)

両立支援策の整備が女性の就労率を上げる



効果的な方策
・トップダウンによる女性活躍促進
大学のトップの本気度→女性の活躍を具現化

・学内保育所・託児所
・育児中には５-6時に帰宅できる環境づくり

→仕事の効率化、新しい発想に繋がる

結果的に男性にとっても魅力的な大学になる！
個人・組織・社会がwin-winの関係に

全ての人が性別によらず輝くために



背景

戦略としての男⼥共同参画

名古屋⼤学の男⼥共同参画の取組



・活躍が限定的である女性研究者を活かす
・特に理系へ女性学生をリクルートする
・女性リーダーの育成

↓
大学を飛躍的に活性化

厚生労働省委託事業 ポジティブアクション 女性の活躍推進宣言

「女性の活躍が21世紀
の日本を救う」
By 濱口第13代総長

名大における戦略としての男女共同参画推進



鶴舞地区：新設（定員３０名）
東山地区：増築（定員６０名に倍増）

学内保育園の設置・拡充

乗り越える！

学内学童保育所
（常時型）の設置

小学校就学時まで 小学校就学後

小
１
の
壁

全国初！

東山地区：増築した保育園の２F（定員:６０）

育児と仕事の両立のための環境整備（学童保育）

H21年4月に開園H18年4月に開園

結果的に「優秀な人材の応募の増加」に繋がる



女性リーダー（PI：教授・准教授）
大学の意志決定・人事選考に関与

採用
加速

理系合同
「女性PI枠」

総長管理定員ポスト
の循環的利用

特任助教

女性研究者

女性助教

全学経費による
若手女性教員
雇用

研究費支援（研究支援員雇用を含む）

女性PI
ロールモデル
提示

部局一般公
募

ポジティブフィードバックによる女性教員の継続的増加を
可能とするしくみ

総長管理定員による「女性PI枠」による女性教員増員策



メンター制度により全学を挙げて女性教員を支援
優良企業並みと評価される

連
携
構
築

女性研究者向けメンター法の分析・開発
メンター養成・コーディネータによる面
談・マッチングフィードバック

メンター

学生

エンパワーメント・フォーラム
メンター・アワード2012 優秀賞

同時受賞：高島屋・第一生命保険

男女共同参画
センター

ワーキングウーマン・パワーアップ会議・
公益財団法人日本生産性本部主催

女性教員支援体制 ～メンター制度～



名古屋大学の次世代育成：女子学生支援
理系女子学生コミュニティ
あかりんご隊による出張理科実験

若手女性研究者サイエンスフォーラム

女子中高生理系進学推進セミナー

18

女子学生エンカレッジ交流会



「ウェルビーイングinアジア」実現のための
女性リーダー育成プログラム
プログラムコーディネータ：

束村博子（名大副理事、男女共同参画センター長）

グローバル企業・国際機関・政
策決定機関で活躍できる女性
リーダーの育成を目指す

文部科学省博士課程リーディングプログラム（H25採択）

名古屋大学の女性リーダー育成プログラム

参加部局：生命農学・医学・保健学・教育学・
国際開発学各研究科



名古屋大学・名古屋市立大学・豊橋技術科学大学
愛知県・名古屋市・愛知県経営者協会・
トヨタ自動車・愛知中小企業家同友会

産学官連携・他大学連携による女性研究者支援

あいちから日本へ、世界へ！

AICHI女性研究者支援
コンソーシアム

文科省「女性研究者研究活動支援事業【連携型】」（H26年度採択）

あいち男女共同参画社会推進産学官連携フォーラム（H16年設立）
（会員：愛知県、名古屋市、愛知県経営者協会、名古屋大学）



子育て支援情報
（英語標記あり）

名古屋大学の男女共同参画に関する情報発信



WlW lll g名古屋大学　博士課程教育リーディングプログラム　複合領域型(多文化共生社会)
「ウェルビーイング in アジア」実現のための女性リーダー育成プログラム

女性の活躍が、日本を、世界を変える
愛知県副知事 吉本明子氏　　名古屋大学教授 束村博子氏

女性リーダー育成プログラムの開始にあたって

吉
本　
東
海
地
方
は
、
男
女
の

役
割
を
固
定
的
に
考
え
る
傾
向

が
強
い
よ
う
で
す
。
も
の
づ
く
り

産
業
が
集
積
す
る
産
業
基
盤
の

豊
か
な
地
域
で
す
か
ら
、
高
度

経
済
成
長
期
に
う
ま
く
機
能
し

た
モ
デ
ル
が
こ
こ
ま
で
維
持
で
き

た
と
い
う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

束
村　
世
界
的
な
産
業
が
集
積

す
る
愛
知
県
だ
か
ら
こ
そ
、
も
の

づ
く
り
に
は
女
性
の
視
点
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
こ

に
タ
イ
マ
ー
が
つい
て
い
た
ら
使
い

や
す
い
だ
ろ
う
な
と
、
普
段
の
生

活
で
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
製
品
開
発
に
女
性
の
セ
ン
ス

や
感
性
が
加
わ
れ
ば
、
も
っ
と
世

界
のマ
ー
ケ
ッ
ト
が
広

が
る
と
思
い
ま
す
。

吉
本　
少
子
高
齢
化

社
会
を
考
え
た
時
、

労
働
力
と
し
て
の
女

性
の
必
要
性
が
背
景
と
し
て
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
従
来
の
男
性
中
心
の
社
会
に

女
性
が
参
入
す
る
こ
と
に
よって
、

品
質
のバ
リ
エー
ション
が
広
が
り
、

多
様
性
も
深
ま
る
こ
と
で
、
質
的

に
バ
ー
ジョン
アップ
が
可
能
で
す
。

愛
知
の
企
業
で
も
多
く
の
女
性
が

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
活
躍
推
進
は
企
業
の
経

営
戦
略
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を

広
く
定
着
さ
せ
、
企
業
に
実
践

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
全

体
の
機
運
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

束
村　
名
古
屋
大
学
は
、
全
国

の
国
立
大
学
に
先
駆
け
て
学
内
保

育
所
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
そ
の

時
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
企

業
内
保
育
所
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
女

性
登
用
の
機
運
が
も
っ
と
高
ま
れ

ば
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
日
本
も
活

性
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

吉
本　
こ
の
秋
か
ら
県
庁
内
に

「
あ
い
ち
女
性
の
活
躍
促
進
プ
ロ

ジェク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
課

題
を
、「
定
着
」（
女
性
の
就
労
の

継
続
）
と
、「
活
躍
」（
女
性
の

活
躍
の
場
の
拡
大
）
の
２
つの
テ
ー

マ
に
分
け
、
必
要
な
施
策
の
検
討

を
行って
い
ま
す
。

束
村　
結
婚
や
出
産
、育
児
で
いっ

た
ん
仕
事
を
辞
め
て
し
まった
ら
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
雇
用
に

な
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
り

ま
す
ね
。
私
ど
も
研
究
者
も
いっ

た
ん
途
切
れ
る
と
、
せ
っ
か
く
の

研
究
が
台
無
し
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
パス
を
つ
な
げ

る
た
め
に
も
、
子
育
て
の
時
期
は
、

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
も
い
い
か
ら
、

続
け
る
環
境
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
育
児
に
か

か
る
数
年
間
を
み
ん
な
で
バッ
ク

アップ
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
支
え

合って
い
く
。

吉
本　
仕
事
を
続
け
る
上
で
は
、

育
児
や
介
護
な
ど
、
乗
り
越
え

な
く
て
は
い
け
な
い
様
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
だ
け
で
は

な
く
男
性
も
、
多
様
性
を
重
視

し
た
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
よ

う
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

束
村　
副
知
事
か
ら
「
多
様
性
」

と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
時
代

の
人
材
育
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多

様
性
で
す
。
ジ
ェン
ダ
ー
は
、
国

籍
や
人
種
、
宗
教
な
ど
と
と
も
に

社
会
に
多
様
性
を
も
た
ら
す
鍵
で

す
。
と
り
わ
け
日
本
社
会
に
お
い

て
、女
性
の
活
躍
推
進
は
イ
ノベー

シ
ョン
の
原
動
力
。
持
続
可
能
な

社
会
の
発
展
を
考
え
る
上
で
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、
大
学
教
育

に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
ミッ
ション

と
い
え
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
代
の
要
請
に
応
え
、

名
古
屋
大
学
は
〈「
ウェル
ビ
ー
イ

ン
グ 

in 

ア
ジ
ア
」
実
現
の
た
め
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

を
開
設
し
ま
し
た
。
多
く
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
ア

ジ
ア
諸
国
に
学
び
つつ
、
ア
ジ
ア
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
な
る
、
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。そ
し
て
、

彼
女
ら
が
と
も
に
、
多
様
な
課

題
を
解
決
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で

日
本
の
科
学
が
社
会
に
お
け
る

様
々
な
問
題
を
克
服
し
て
き
た
よ

う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
内
包
す
る

貧
困
や
多
様
な
健
康
問
題
、
ジェ

ン
ダ
ー
格
差
な
ど
の
諸
課
題
を
、

ア
ジ
ア
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ
に

よ
って
、
と
も
に
克
服
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
飽
食
の
時
代
と
も
い

わ
れ
ま
す
が
、
世
界
的
に
み
れ
ば

人
口
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
食
糧
問
題
は

深
刻
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、

科
学
の
力
で
熱
帯
に
も
適
応
で
き

る
乳
牛
を
品
種
改
良
す
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
栄
養
状
態
は
改
善

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ジェン
ダ
ー

格
差
の
要
因
と
な
る
教
育
の
問
題

も
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
も
含

め
た
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
解

決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
の
課
題
を
私
た
ち
は
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
＝「
個
人
の
権
利
や

自
己
実
現
が
保
障
さ
れ
、
身
体

的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
良
好

な
状
態
に
あ
る
こ
と
」
と
位
置
付

け
、
国
際
開
発
研
究
科
、
教
育

発
達
科
学
研
究
科
、
生
命
農
学

研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
に
加

え
、
農
学
国
際
教
育
協
力
研
究

セ
ン
タ
ー
と
男
女
共
同
参
画
室
の

４
研
究
科
２
部
局
が
連
携
し
た
教

育
体
制
で
、
豊
か
な
国
際
性
と

発
信
力
を
持
つ
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

吉
本　
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。ウェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
日
本
の
女
性
戦
略
の
重
要

な
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

博
士
課
程
で
高
度
な
専
門
性
と

異
文
化
へ
の
理
解
力
、
統
合
知

を
身
に
付
け
た
人
材
は
、
途
上

国
へ
の
支
援
に
も
な
る
と
同
時

に
、
日
本
国
の
行
政
や
企
業
で
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

束
村　
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
海

外
研
修
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、

現
地
で
多
く
の
人
々
と
友
達
に
な

り
、
本
当
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シップ
を

築
い
た
上
で
、
人
々
の
幸
せ
を
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
を
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
と
願って
い
ま
す
。

吉
本　
愛
知
県
で
も
、
経
済
界

も
巻
き
込
ん
だ
協
議
の
場
を
作

り
、
女
性
の
社
会
進
出
の
機
運

を
戦
略
的
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍

を
共
通
の
目
標
に
、
産
官
学
が

連
携
す
れ
ば
、
日
本
の
行
政
も

企
業
も
、
新
し
い
可
能
性
を
拓

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

束
村　
名
古
屋
大
学
は
数
多
く

の
女
性
研
究
者
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
の
面
か
ら
支
援
し
て
き
ま
し
た

が
、
経
済
界
や
行
政
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
未
来

を
拓
く
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取

り
組
み
、
女
性
が
活
躍
す
る
平

和
で
幸
福
な
社
会
創
出
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

束
村 

博
子
氏

名
古
屋
大
学  

男
女
共
同
参
画
室
長・同
担
当
総
長
補
佐

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

生
命
農
学
研
究
科
教
授

吉
本 

明
子
氏

愛
知
県
副
知
事

　次代を担う人材育成は大学の使命です。とりわけ人口
減少を迎えた今、日本再生の鍵は女性の活躍にあると考
え、女性研究者育成に力を注いできました。「ウェルビー
イング」プログラムは、これらの経験をもとに、グローバルに
活躍できる女性リーダーを育成するプログラムです。
　目覚ましい成長を遂げるアジア諸国は、多様にして豊
かな歴史と文化を持つ多文化共生社会です。女性
の首相をはじめビジネスの世界でも女性リーダーが続々
と登場する一方で、貧困・健康問題、ジェンダー格差など
共通の問題を抱えています。日本においても、女性がその
能力を十分に発揮し、社会貢献できるための環境は十分
とはいえない状況です。これらの問題を解決し、総体とし
てウェルビーイングを目指すには、実態の把握に加えて
全体を俯瞰し、困難を越える実行力を持ち、国境を越えて
連帯する女性リーダーの育成が必要です。
　本プログラムは国際開発研究科、教育発達科学研究
科、生命農学研究科、医学系研究科の4研究科が部局
を超えた統合知の醸成を目指します。志を持った若い人
材の参加を願っています。

名古屋大学総長

濵口 道成

企画・制作／中日新聞広告局

名古屋大学では女性リーダー育成を目指した博士課程教育リーディングプログラム〈「ウェルビーイング in アジア」実現のための女性リーダー育成プログラム〉が始まりました。
わが国の成長戦略の一環として女性の活躍を推進する方針を打ち出しているように、

日本経済の閉そく感を打ち破り、企業や社会を活気づける鍵となるのは「埋もれた資源」とも呼ばれる女性です。
愛知県でも吉本明子副知事をリーダーに、「女性が元気に働き続けられる愛知」の実現を目指して、多彩な活動を展開しています。

そんな女性の人材育成のビジョンを、吉本副知事と「ウェルビーイング in アジア」のコーディネーターである名古屋大学大学院生命農学研究科の束村博子教授に語っていただきました。

吉本 明子(よしもと あきこ)／岐阜県出身。1985年、東京大学経済学部卒業の後、
労働省入省、ハーバード大学ケネディスクール（行政大学院）留学、秋田県、自治省、
石川県小松市、農林水産省勤務等を経て、2009年厚生労働省雇用均等・児童家庭
局雇用均等政策課長、12年職業能力開発局総務課長、13年7月より現職。

はまぐち みちなり／1951年生まれ。
名古屋大学医学部医学科卒業、
同大学院医学研究科博士課程
修了、医学博士。名古屋大学大学
院医学研究科附属病態制御研究
施設教授、同施設長、大学院医学
系研究科長などを経て2009年より
名古屋大学総長。専門は腫瘍生
物学・腫瘍生化学・細胞生物学。

束村博子（つかむら　ひろこ）／1991年、名古屋大学大学院農学研究科博士課程修了後、米カンザス大学医
学部博士研究員、91年名古屋大学農学部助手、９８年同大学大学院生命農学研究科准（助）教授、13年
同教授。2006年より、同男女共同参画室長・男女共同参画担当総長補佐。04年大学共同利用機関法人自然
科学研究機構基礎生物学研究所客員准（助）教授（併任）。農学博士。専門は生殖科学・神経内分泌学。

女
性
が
輝
く
時
代
を

実
現
す
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た
め
に

女
性
リ
ー
ダ
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が
拓
く
ア
ジ
ア
の
未
来

子
育
て
環
境
を
整
備
し

多
様
な
働
き
方
を
支
援
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名大における戦略としての男女共同参画推進

日本経済新聞H27.4.2朝刊

読売新聞H28.1.10朝刊

中日新聞H28.11.18朝刊



2000年 男女共同参画に関するワーキング設置
2002年 名古屋大学における男女共同参画を推進するための提言
2003年 男女共同参画室創設（現在専任教員2名配置・男女共同参画推進専門委員会設置
2004年 あいち男女共同参画社会推進・産学官フォーラム設立
2005年 女性教員比率を向上するためのポジティブ・アクションの表明
2006年 名古屋大学こすもす保育園開園（（東山キャンパス内）
2007年 文科省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」に採択（2009年まで）
2009年 名古屋大学学童保育所開所（東山キャンパス内）

名古屋大学あすなろ保育園開園（鶴舞キャンパス）
2010年 文科省科学技術人材育成補助金「名古屋大学方式女性研究者採用加速•育成プログラム」
2012年 女性教員採用インセンティブ施策（部局予算の傾斜配分等）

2013年 文科省博士課程教育リーディングプログラム「「ウェルビーイングinアジア」
実現のための女性リーダー育成プログラム」採択

2014年 文科省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援（連携型）採択
「AICHI女性研究者支援コンソーシアム」（豊橋技術科学大・名古屋市立大と共同）

2015年 UN Women「HeForShe事業」男女共同参画を推進する世界の10大学に選出
2017年 東北大学内澤柳記念賞/男女共同参画室から同センターへ改組

文科省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」採択

名古屋大学の男女共同参画推進の歩み



国連機関UN Womenより、女性の活躍を推進する
世界の10大学として、国内で唯一選出される

名大における戦略としての男女共同参画推進



ご清聴ありがとうございました。


